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Abstract

The current study examines the effects of forming combined teams in the Practical Seminar
for the Teaching Profession on the effectiveness of the seminar. More specifically, an attempt
was made to form teams consisting of students from both School of Engineering and School of
Business and Economics who work together in order to develop and deliver Sustainable Develop-
ment Goals（SDGs）-related trial lessons as their practice exercise. Achieving the SDGs was set as
the learning objective for each trial lesson. In order to examine the effectiveness of these lessons,
records of the teaching methods and content were carefully kept and the opinions from pre-post
surveys were analyzed and documented. Results showed an increase in students’ self-confidence
levels in regard to attitudes and understanding of the importance of SDGs in the field of educa-
tion on the one hand, and lesson structure and SDGs teaching methodologies on the other. Hence,
a great majority of the students were able to expand their comprehension of the significance of
the SDGs. Consequently, it was concluded that these lessons were significant in cultivating teach-
ers who are capable of providing instruction in, and working towards the realization of, the SDGs
with a sound fundamental understanding of the field.
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はじめに

「教職実践演習（中・高）」（２単位）は，２００８（平成
２０）年１１月１２日公布の文部科学省教育職員免許法施行規
則の一部を改正する省令（平成２０年文部科学省令第３４号）
を受けて本学に新設された，教職課程４年生後期の必修
科目である。「教職実践演習（中・高）」は，３年生後期
及び４年生前期に設置されている「教育実習」とならん
で，教職課程の総まとめとしての位置づけにある。これ
については山本他（２０２０）で次のように論じた。

「教職実践演習」は，「教員として最小限必要な資質
能力」（文部科学省，２００６a）が身に付いているかどう
かの最終確認の役割を担っている。この科目に含める
ことが必要な事項４項目（１．使命感や責任感，教育
的愛情等に関する事項，２．社会性や対人関係能力に
関する事項，３．幼児児童生徒理解や学級経営等に関
する事項，４．教科・保育内容等の指導力に関する事
項），授業方法，指導教員については，２００６（平成１８）
年７月の中央教育審議会（答申）「今後の教員養成・
免許制度の在り方について」において提言されている
（文部科学省，２００６a）。さらに，「答申」の別添１「教
職実践演習（仮称）について」では，学生が具体的に
どの程度のレベルまで修得している（身に付いている）
ことが必要であるかを設定した基本的・共通的な指標
として到達目標及びその目標到達の確認指標例も示さ
れている（文部科学省，２００６b）。
確かに，これらの事項は教員として修得されている
ことが最小限必要とされる基礎的・教科書的知識や授
業技術・指導技能かもしれない。しかし，資質能力の
本質が「学び続ける，研究する教師」であるのであれ
ば，理論と実践や知識・概念間の関係について深く探
求する視点や姿勢が必要であろう。
これは個人の授業研究や教材研究のみでは限界があ
るかもしれない。また，教育現場では研究授業や授業
研究それ自体が協働による授業づくりであろう（山本
他，２０２０：４６）。

そこで，藪内他（２０１８）では，協働による授業づくり
をめざして「チームで取り組む模擬授業」を試みた。そ
の結果は次の通りである。

学生は，授業の構成については一通り理解し実践でき
ていた。一方で，細やかな基礎的な授業技術について
は，教育実習を終えたこの段階でも指摘を受けた。ま
た，授業者や生徒役あるいはチームとして，生徒の視
点からも授業を観察・批評する姿勢がみられた。チー
ムでの取り組みについては，協働して授業を構成でき
たとの肯定的な反省があった反面，連携の難しさにも
言及があった。学生は，専門知識の理論的背景をもっ
て，授業をする重要性に気づけたようである（藪内
他，２０１８：１０９）。

しかし，学校教育における協働やチームの意義が理解
されず，単独で授業を行うことを希望する学生や参加意
欲の低い学生がある程度存在した。その原因は，チーム
編成が取得予定免許種の同じメンバーで構成されたこと
や模擬授業の目標設定が学生に任されたことなどにある
と考えられた。そのためか，チームで新しい授業を協働
で創出することなく，既成の学習指導案やメンバーの中
の誰かの教育実習で実施済みの模擬授業を少し手直しす
る程度の活動が多々みうけられた。このことが一層メン
バーの参加意欲を低下させた可能性がある。チームが協
働して，学び合いにより，学習指導案を作成し，授業を
準備すると，チームの構成員は，自らの意見をほりさ
げ，かつ対話的に模擬授業に反映させることができる。
つまり，これは，教育の今日的課題である「主体的・対
話的で深い学び」を指導するにも必要な能力である。
以上の反省点から，今回はチームに新規の授業目標を
設定して授業を構成することを指示し，異種免許種混合
のチーム編成を試みた。そもそも，中等学校以上は，異
種免許状をもつ教員で学校が運営されている。「チーム
学校」としての学校運営は，教員が教育活動をするさい，
教科の枠に留まっていては，円滑に実行できない。つま
り，異種免許状をもつ教員が科目の枠を越えて交流し，
協働する必要がある。この点から，異種免許混合チーム
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の編成は，「チーム学校」のロールプレイとしても意義
がある。
その授業目標は，近年，世界的にも新学習指導要領で
も重視されている SDGs の目標の達成をめざすことであ
る。SDGs を「教職実践演習（中・高）」に導入した理
由は以下の通りである。
２０１５年９月の国連サミットで「持続可能な開発のため
の２０３０アジェンダ」が採択された。それは，「持続可能
な開発のための不可欠な必要条件である」（外務省，
２０１５）。SDGs（Sustainable Development Goals）とは，
それに定められた２０１６年から２０３０年までの国際目標であ
る。持続可能な世界をめざすために１７のゴールと１６９の
ターゲットから構成されている。
文部科学省は，ESD（Education for Sustainable

Development），つまり，「持続可能な社会の創り手を育
む教育」を以前からめざしている（文部科学省，n.d. a）。
ESDは，「SDGs の１７全ての目標の実現に寄与するもの
であることが第７４回国連総会において確認されて」（文
部科学省，n.d. a）いる。文部科学省によれば，「２００８年
３月に幼稚園教育要領及び小学校・中学校の学習指導要
領が，２００９年３月には高等学校の学習指導要領が公示さ
れました。この新しい学習指導要領等には，持続可能な
社会の構築の観点が盛り込まれています。教育基本法と
この新しい学習指導要領等に基づいた教育を実施するこ
とによりESDの考え方に沿った教育を行うことができ
ます」（文部科学省，n.d. b）という。すなわち，ESD
によって SDGs に掲げられた地球規模の問題の解決を実
践できる社会の担い手を育成しようとしているといえ
る。そのための子どもの資質能力を育成することが教育
に求められていることになる。
また，SDGs を授業に導入したのは，「持続可能な開
発」という理念を実践するにあたっての倫理学的素養を
学生に身に付けさせたいという意図からである。一般的
に倫理学は同世代を対象としている。しかし，「持続可
能な開発」という観点からは，後続する世代への倫理も
意識する必要がある。後続する世代への倫理とは世代間
倫理である。世代間倫理とは加藤（２０２０）によれば，「現
代世代は，未来世代に対して，その生存条件を保障する
完全義務を負っているという主張である」（加藤，
２０２０：９９）。つまり，現世代は，未来の世代が，支障な
く生きていける環境を保障する義務をもっており，その
義務を果たさないことは不正を犯すということである。
しかし，まだ生まれていない未来の世代への責任は一方
的で，互恵性が成立するかという問題もある。これにつ
いて，工藤（２００４）は，命のリレーという観点から世代

間倫理を解釈している。「先行世代の後続世代への責任
と義務が，環境問題で特に求められており，世代間倫理
の要点であることは，確かなことである。だから互恵性
を，過去から与えられ，未来に与える，という言わばリ
レー型で捉え直せばよい」（工藤，２００４：１３７）。工藤に
よれば，命のリレーには三つの意味があるという。第一
の意味は，「いただいたいのちは私の中で生かさなけれ
ばいけない」（工藤，２００４：１６７）というものである。人
間は食物連鎖の中で頂点に立ち，人間以外の命を奪って
食していることを意識しなければならないということで
ある。このような意識なくしては，「生物の生存権をも
ちだしてもおこがましいと言うしかない」（工藤，２００４：
１６７）。第二の意味は，「いのちを再生産してゆくことで
ある」（工藤，２００４：１６７）。これは，人類の存続をめざ
すものである。後続する世代が単に存続するのではな
く，健康で文化的に暮らせるような後続する世代を維持
することもここに含まれるであろう。地球にある資源を
現世代で浪費することは許されない。もちろん，後続す
る世代を維持することは教育にも関わる。教育なしには
人間という種は存続できないからである。第三の意味
は，「過去の世代の恩を未来世代にお返しするという『一
方的自発的自己犠牲の相互性』である。幸せのやりとり
が同世代でなく，世代間のリレーになるのである」（工
藤，２００４：１６９）。現世代は過去の世代から多くの善きも
のを継承してきた。それを後続する世代に発展させた上
で継承しようとするものである。
以上のような，後続する世代の幸福・福祉の観点は，
SDGs の１７のゴールをめざすのに必須である。世代間倫
理は，今後学生が，社会で様々な営為に参加するときの
基礎となる考え方である。
既述のように，SDGs は，持続的な世界の実現をめざ
すための目的である。現代に生きる人類は倫理的に
SDGs を意識した生活を求められる。すると，教育は，
市民に，SDGs を意識させるための有効な手法である。
そこで「教育実践演習（中・高）」では，SDGs の実現
をめざすことのできる教師，SDGs の指導ができる教師
の育成をめざして，SDGs の目標の達成をめざすことを
目標とした模擬授業を行った。さらに，その目標には地
域特有の課題からグローバルな問題の解決も含まれる。
したがって，その解決には必然的に多分野に渡る多角的
な知識や技術が必要とされる。そこで，チーム編成は，
取得予定免許種を横断した学生によるものとした。
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１ 目的

本研究の長期的目的は，教職課程学生の資質能力との
向上をめざして，教員・学生間の学び合い・協働を通し
ての教育体制を構築するものである。今回は，これまで
の反省を踏まえ，工学部と経営経済学部混成チームで，
学校における協働やチームの意義を意識させつつ，
SDGs の達成という新規の授業目的を設定し，新しい授
業を協働で創出させることが目的である。SDGs の達成
を授業目的にしたのは，ESDの必要性を学ばせ，地球
規模の問題を解決し実践できる社会の担い手を育成する
こと，及び，世代間倫理の素養を身に付けさせるという
意図からである。それは，教育の基礎的理解に関する科
目，教科及び教科の指導法に関する科目，道徳，総合的
な学習の時間の指導法及び生徒指導，教育相談に関する
科目，教育実践に関する科目を担当する教員が連携して
指導するものである。そこで，今回の研究では，学生に
よる模擬授業の指導方法と授業内容を教員が記録し，そ
して，学生による模擬授業の指導方法と授業内容に対す
る学生の意見をアンケートにより教員が分析して今回の
教職実践演習の授業効果を検討した。

２ 方法

授業方法
２０２１年度「教職実践演習（中・高）」は，木曜日４時
限の開講であった。受講生は，４４名で，男性３９名，女性
５名であった。受講生の所属学部学科は，工学部機械電
気工学科が６名，工学部建築学科が８名，工学部航空宇
宙工学科が５名，工学部情報メディア学科が２名，経営
経済学部経営経済学科が２３名であった。取得希望免許種
は，工業科が１９名，情報科が２名，公民科が１８名（その
うち６名が中学社会科も取得希望），商業科が３名，福
祉科が１名，社会科（中学）１名であった。そのうち，３９
名が免許を取得できた。担当教員は，河村，佐藤，中
尾，原田，藪内，山岸，山本，吉本，杉浦（外部講師）
の計９名であった。
第１回は，オリエンテーションを行った後，佐藤によ
り基調講演Ⅰ「SDGs とは何か（気づきと理解）」を行っ
た。履修カルテによる自己分析（自己評価シートの記述）
を提出させた。第２回は，基調講演Ⅱ「SDGs とは何か
（教育への応用）」を行った。講演内容は次の通りであ
る。

「学校教育に関わるものには，ESDにしても，
SDGs にしても，その重要性と意義を十分に理解し
たうえで，それをどのように受け止め，実践するか
ということが求められているのである」（高
橋，２０２１：４８）。２０２１年度の「教職実践演習（中・
高）」では，「SDGs とは何か」をテーマとした基調
講演を行った。そのねらいは，SDGs を取り入れた
学習指導案の作成や授業実践に向けて，学生の興
味・関心を引き出し，必要な知識・能力を育成する
ことであった。基調講演は第１回と第２回という授
業の導入段階で合計二回行われた。そのねらいは二
つあった。一つ目は，これから学校教育に関わるで
あろう学生が SDGs と ESDの概要と関係を理解す
ることであった。つまり，そこで取り上げた内容を
身近に感じ，自分の問題として受け止めることで
あった。二つ目は，総合的（探究的）な学習の時間
における SDGs と ESD扱いについて知り，実践を
視野にいれて両者に関連をもたせることであった。
具体的な内容として，第１回の講演では，（１）
現代社会の諸問題について考える，（２）クイズに
答えて関連する SDGs を知る，（３）「５つの P（人
間 People，地球 Planet，豊かさ Prosperity，平和
Peace，パートナーシップ Partnership）」を通して
SDGs を整理・理解するといった３つのテーマから
なる学習を行った。そして，これを通して学生の興
味・関心を引き出し，テーマについて自分の問題と
して受け止めてもらうことをめざした。第２回の講
演では，（１）教えるための SDGs のポイント，キー
ワード，読み解く手がかりをまとめる，（２）持続
的な社会と教育の関係を理解する，（３）持続可能
な未来をつくる SDGs・ESD教育の実践から学ぶと
いった３つのテーマを通して「持続可能な社会づく
りの担い手」として意識を高めることをめざした。
模擬授業に必要な専門的な知識については，第２
回の講演の（２）のテーマにおいて新教育課程にお
けるESDの扱い，SDGs とそれとの横断的な関連
を図る必要性について取り上げた。さらに，総合的
（探究的）な学習の時間と他の教科領域等とを横断
的に関連させる必要性を強調した。また，「どのよ
うな視点で関連を図るか」ということを明確に意識
するとことの重要性を理解してもらうために数多く
の実践例を取り上げた。

第３回は杉浦により講演（SDGs の学校での取り組み）
を行った。その内容は次の通りである。
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表１ 各チームのテーマと指導教員
杉浦と，所属するNPO法人大分環境カウンセ
ラー協会（以下，環境NPO）の会員が，２０２１年６
月から２０２２年１月にかけて，以下のように，学校教
育における SDGs 実践活動の継続的支援を行った。
活動事例としては，佐伯市立東雲中学校「総合的
な学習の時間」を活用した「SDGs」学校教育実習
を行った。学校の規模は小規模校で，当時，１年～
３年までの全２５名を対象にして実践を支援した。
東雲中学校は，観光拠点でもある“豊後二見が浦”
から海を隔てて北側にある。「鯛山（鯛の形に似た
小山）の自然」は，東雲中学校の東側に隣接する。
地元以外は知られておらず地域の隠れた宝物であ
る。そこで，活動目的は，この鯛山の自然を様々な
視点（地質・植生・動物）から実際に調べて，その
結果を整理し「鯛山の魅力」を地域の大人や観光客
にも知ってもらうこととした。
活動概要としては，２０２１年夏休み前，東雲中の教
員・環境NPO代表との計画案づくりを行った。夏
休み中に，環境NPOの地質・植生・動物に関する
基礎調査を行った。夏休み明け～９月に，「総合的
な学習の時間」を活用した全生徒の自然観察の実践
をした。１０月に，縦割り４班（地元講師が指導した
歴史，環境NPOが指導した地質・植生・動物）に
分かれ，上記結果から鯛山の魅力を整理した。１１月
３日「文化祭」発表において，上記４班が全校保護
者や来賓を前に鯛山の魅力を発表した。１１月中旬か
ら翌年１月に，鯛山の魅力を全学校区の大人たち・
教育委員会・観光客に発信するため，「パンフレッ
ト（２０００部発行・両面カラー・A４判・観音開き）」
を作成・完成した。

第４回は，チーム編成を行い SDGs１７のゴール（目標）
からテーマを選択させた。チーム編成は，既述のように
取得予定免許種を横断した学生によるものとした。チー
ムは４名から５名で編成した。チームメンバーの役割と
して，リーダー，教師役，記録係を決めさせた。リー
ダーは，チーム内の連絡，チームのスケジュール管理を
担当した。教師役は，模擬授業で実際に授業を行った。
記録係は，模擬授業の後に行った質疑応答の記録を担当
した。チームはA～Iまで編成し，それぞれにファシリ
テーターとして指導教員をつけ，学習指導案作成，授業
方法等の指導を行った。各チームのテーマと指導教員は
次の通りである。

第５回から第８回までは，模擬授業の準備として，
チームによるディスカッション，学習指導案作成，教材
作成等を行わせた。第９回は，模擬授業の中間発表を５
分の時間制限にて行わせた。第１０回は，教育委員会から
講師を派遣してもらい，教育現場の実態・望まれる教師
像等について講演を行った。第１１回から第１５回は，模擬
授業を２チームずつ３０分で行わせた。各模擬授業は，模
擬授業評価表を配布し，授業を担当しないチームの生徒
役の学生に模擬授業を評価させた。評価表は授業後チー
ムにフィードバックされて反省のために供するように指
示された。また第１５回には，「教職実践演習（中・高）」
を終えてみての自己分析を自己評価シートに記載させ
た。

調査方法
調査時期：２０２１年教職実践演習開始前１０月および全演習
終了後２０２２年２月に調査を行った。
調査項目：調査質問紙には，他に質問項目が含まれてい
たが，本報告では結果の一部のみ報告する。
【SDGs に関わる質問項目】SDGs 理解・重視への態度
や生徒に対する SDGs 達成を目標とした模擬授業の構
成・学習指導に関わる質問２２項目を設定した。ただし，
項目２２は，授業とは無関係のため演習後にのみ試みとし
て測定した。回答は，全く当てはまらない「１」～とて
も当てはまる「５」の５段階で評定させた。
【「教育実習」・「教職実践演習」に対する自己評価尺度】
「教育実習」・「教職実践演習」に対する９項目の自己評
価尺度（詳細は山本他，２０２１参照）を用いた。回答は，
各質問項目に対して「全く当てはまらない「１」～とて
も当てはまる「５」の５段階で評定させた。９項目の評
定値を合計し，質問数９で除したものを自己評価とし
た。そのうち，項目「チームで行う『模擬授業』は教師
の資質向上に役立つと思った」はチームに対する評価と
して別途利用した（以下チーム評価と略）。
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表２ 教職実践演習前後における質問項目の平均評定
値・標準偏差と検定結果

【教職課程に対する評価】教職課程全体の評価に関する
１項目「教職課程を受講して充実していたと思うので，
十分満足している」を設定した（以下教職課程評価と略）。
回答は，全く当てはまらない「１」～とても当てはまる
「５」の５段階で評定させた。

倫理的配慮
調査協力者に対して研究の目的を説明し，プライバ
シーの保護，データの管理，途中で中断や中止ができる
こと，それが成績評価に影響しないことを書面及び口頭
で説明した。その後，調査協力への同意を書面で得た。
また，各教育実習校に対しても，同様の説明を書面で行
い，協力の承諾を書面で得た。

３ 結果と考察

調査に協力と同意を得た３９名から回収し，不備のない
回答を集計した。以下の分析では，STATISTICA２．０J
を用いた。
（１）SDGs に関わる質問について
演習前後の評定値の変化をみるため，各項目において
対応のある平均値の差の検定を行った。その分析結果を
表２に示す。
項目１，３，４，５，６，７，９，１１，１３，１４，１６，

１７，１８，１９，２０で演習後に有意に増加した。すなわち，
SDGs 理解や特に教育における SDGs 重視への態度，生
徒に対する SDGs 達成を目標とした模擬授業の構成・学
習指導に対する自信が増加した。しかし，「２ 総合的
（探究的）な学習の授業・学習指導に自信がある」，「８
SDGs は地球にとって重要な課題である」，「１０ SDGs
は経済にとって重要な視点である」，「１２ SDGs は地域
社会にとって重要な視点である」，「１５ これからは
SDGs 達成を意識した生活が大切である」，「２１ SDGs
は自分の課題として実践したい」，では有意な変化がな
かった。もっとも，項目８（前平均：４．１９），１２（同：
４．１４），１５（同：４．１３）は演習前の平均値が高水準であ
り，いわゆる天井効果で演習後に増加しなかったのかも
しれない。それでも，身近である生活，社会，経済にお
ける SDGs の重要性や自分で実践することの可能性につ
いては，模擬授業を構成・実践するだけでは自らの課題
として縁遠いと感じるのかもしれない。
また，「２ 総合的（探究的）な学習の授業・学習指
導に自信がある」，においても増加が認められなかった。
今回，異種免許混成チームを編成することによって，教
師自身が多分野から多様で多角的な視点から意見やアイ

ディアを出し合って協働で模擬授業を構成するという総
合的（探究的）な学習の応用ともいうべき指導形態の促
進を企図していた。準備時間の問題もあったのかもしれ
ないが，これらを促進する手法の開発は今後の課題である。
（２）役割別の模擬授業における SDGs に関わる質問に
ついて
各 SDGs に関わる質問を従属変数，模擬授業おいて担
当した役割と測定時期（演習前後）を独立変数として２
要因分散分析を行なった結果を表３に示す。その結果，
記録係や教師役がリーダーよりも高い傾向が見かけ上あ
るが，その役割別の効果は有意ではなかった。したがっ
て，（１）での増加は，役割によらない可能性がある。
（３）役割別の「教育実習」「教職実践演習」に対する
自己評価，チームに対する評価，教職課程評価について
「教育実習」・「教職実践演習」に対する自己評価尺度
を従属変数，模擬授業おいて担当した役割と測定時期
（演習前後）を独立変数として２要因分散分析を行った。
その結果を表４に示す。
これら３つのどの評価においても，役割別の効果や測
定時期の効果およびその交互作用は有意ではなかった。
演習において模擬授業を構成・実施することがこれらの
評価に与える影響は認められなかった。しかし，チーム
評価（１０％水準）や教職課程評価においては，リーダー
の評定が全体的に他の２つよりも低かった。偶々リー
ダーに割り当てられた学生の評価が低かった可能性があ
るが，模擬授業におけるリーダー役割がこれらの評価に
とって効果的でないのであれば，今後リーダー役割の内
容を再検討する必要があるであろう。
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表３ 教職実践演習前後における各役割の質問項目の平
均評定値・標準偏差と検定結果

表４ 教職実践演習前後における各役割の自己評価・
チーム評価・教職課程評価の平均評定値・標準偏
差と検定結果

４ 総合的考察

本研究では，チームに新規の授業目標を設定して授業
を構成することを指示し，異種免許種混合のチーム編成
を試みた。その授業目標は，SDGs の目標達成をめざす
ものである。
今回の教職実践演習の授業効果として，SDGs 理解や
特に教育における SDGs 重視への態度，生徒に対する
SDGs 達成を目標とした模擬授業の構成・学習指導に対
する自信が増加した。しかし，模擬授業を構成・実践す
るだけでは身近である生活，社会，経済における SDGs
の重要性や自分で実践することの可能性自らの課題とし
て縁遠いと感じるのかもしれない。また今回もちいた演
習の授業方法では SDGs の浅い理解のレベルに留まり，
総合的（探究的）な学習の授業・学習指導については，
授業実践を遂行するまでの自信にはつながらなかった。
今後，SDGs に関する授業スキルの提示・トレーニング
などを演習中に盛り込む必要があるかもしれない。
チームでの取り組みは，目標が SDGs とはっきりとし
ていたため，各チーム概ね協働して積極的に模擬授業に
取り組めた。しかし，一部には，そもそも今回の教育実
践演習「（中・高）」の意義が分からず，消極的にしか授
業に取り組めない学生もいた。また，異種免許種の取得
の学生が，それぞれの専門知識を生かして協働するとこ
ろまではいかなかった。それは，そもそも生かすべき専
門知識を獲得していなかったのかもしれないし，獲得し
ていたとしても，領域横断的に参加・関与する授業研究
の方法がわからなかったのかもしれない。後者の場合
は，指導教員の指導の仕方に工夫が必要であろう。ま
た，質疑応答の時間にはあまり意見が出なかった。これ
は，学生が挙手をして発言するのに慣れておらず，意見
を表明するのに躊躇したからである。今後は，タブレッ
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トや携帯電話によってリアルタイムに意見を表明できる
よう ICT機器を活用し，質疑応答の活発化を図る予定
である。倫理学的観点からは，世代間倫理や命のリレー
についての洞察まではいかなかった。今後は，SDGs 達
成のためには世代間倫理の意識が必要であることをそれ
として学習させる必要がある。SDGs の意義について
は，概ねすべての学生が理解したようである。したがっ
て，SDGs の実現をめざすことのできる教師，SDGs の
指導ができる教師の育成の基礎的素養が培えたという点
で本授業の意義はあったといえる。

要約

本研究では，「教職実践演習（中・高）」において，工
学部と経営経済学部混成チームで取り組む模擬授業を試
みた。模擬授業の授業目標は，SDGs（持続可能な開発
目標）の実現をめざすことである。そこで，今回演習の
有効性を検討するため模擬授業の指導方法と授業内容を
記録し，演習開始前後に調査を行いそれに対する意見を
分析した。その結果，SDGs 理解や特に教育における
SDGs 重視への態度，生徒に対する SDGs 達成を目標と
した模擬授業の構成・学習指導に対する自信が増加し
た。すなわち，SDGs の意義については，概ねすべての
学生が理解したようである。したがって，SDGs の実現
をめざすことのできる教師，SDGs の指導ができる教師
の育成の基礎的素養が培えたという点で本授業の意義は
あったといえる。
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